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キラル配位子の基本設計として 1 が考案されている(図 1 )。リチウム原子近傍に対称性に富む有効な不斉空間を
持つ有機リチウムーキラル配位子錯体 1 の構築には，ヘテロ原子X上の立体障害基を位置を定めて固定する必要があ
る。二個の隣接する不斉炭素を有するキラル配位子 2 は， リチウムチオラートに配位すると 5 員環キレート 3 を形成
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4 キラル配位子の構造因子の検討
ベンゼンチオールのクロトン酸メチルへの触媒的不斉付加反応において高い不斉誘起能を持つキラル配位子の構造
因子の検討を行った(表 1 )。その結果，不斉炭素上のフェニル基がトランス配座であること (run 1 , 2) , ジメチ
ルアミノ基を有していること (run 1 , 3)，オルト位にメトキシ基を持つフェニル基であること (run 1 , 4 , 5) 
の三つの構造要因が高い不斉収率の実現に必須であることが分かった。
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75% ee 99% yield 
6 アリールチオール類の検討
チオール類の効果をマンデル酸由来のキラル配位子 6 を用いて検討した(次頁表 2)。その結果， R 基が水素のと



































β 一不飽和メチルエステルについて検討した。様々な基質としてクロトン酸メチルの末端メチル基をかえた鎖状 α ，
















































の α ， β 一不飽和カルボニル化合物への触媒的不斉付加反応の開発及び、その経緯を詳細且つ論理的に記したものであ
り，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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